
2019 年 度 
 

一 般 入 学 試 験 問 題 
 

 

理 科 ① 

（物理基礎・物理） 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 理科①～④のうちから 1つを選択し，解答しなさい。 

２． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手を

挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 

  前期（２月１日）用  

20190201



20190201



20190201



 
 
 
物理 

第１問 次の文章（ a ）～（ e ）を読み，解答として最も適切なものを，それぞれ

の解答群の中から一つ選び，その番号を記せ。（配点 25） 

 

（ a ） 速度 𝑣 で走行している車がブレーキをかけ停止した。進行方向を正とし，ブレー

キをかけた際の加速度は一定で −𝑎 であったとする。また，ブレーキをかけ始めた時

刻を時間の原点とする。停止するまでの時間 𝑡 と，ブレーキをかけ始めて停止するま

での走行距離 𝑥 の組みとして正しいものを選べ。 

 

解答群 

 停止するまでの時間 𝑡  停止するまでの走行距離 𝑥 

①    𝑣
𝑎  𝑣

2𝑎  

② − 𝑣
𝑎 𝑣

2𝑎  

③ − 𝑣
𝑎 − 𝑣

2𝑎  

④    𝑣
𝑎 − 𝑣

2𝑎  

⑤    𝑣
𝑎  𝑣

𝑎   

 

 

（ b ） 地上に対して，等速直線運動をしている物体がある。この物体の運動について，

適切な記述を選べ。 

 

解答群 

① この物体は，地上から見てゼロではない一定の加速度で運動している。 

② この物体にはたらく力の総和はゼロである。 

③ この物体には，力は全く作用していない。 

④ この物体には，向きが進行方向に等しい力のみが作用している。 

⑤ この物体にはたらく力の総和の方向は物体の進行方向に等しい。 
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物理 

（ c ） 次の文章中の空欄［ あ ］，［ い ］に入れる語句の組みとして正しいものを

選べ。 

物質を構成している原子はつねに不規則な運動をしている。これを［ あ ］とい

い，［ あ ］のはげしさを表すのが［ い ］である。 

 

解答群 

 あ い 

① 熱平衡状態 熱運動 

② 摩擦 温度 

③ 熱運動 温度 

④ 熱運動 熱容量 

⑤ 摩擦 熱容量 

 

 

 

（ d ） 直流電流が磁場（磁界）から受ける力の方向を示す法則を選べ。 

 

解答群 

① オームの法則 

② アンペールの右ねじの法則 

③ 力学的エネルギー保存の法則 

④ ニュートンの運動の法則 

⑤ フレミングの左手の法則 
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物理 

（ e ） 次の文章中の空欄［ あ ］，［ い ］，［ う ］に入れる語句の組みとして正

しいものを選べ。 

太陽電池では［ あ ］エネルギーを，また風力発電では，［ い ］エネルギーを

それぞれ［ う ］エネルギーに変換して利用している。 

 
解答群 

 あ い う 

① 力学的 光 熱 

② 力学的 光 電気 

③ 光 力学的 熱 

④ 光 力学的 電気 

⑤ 化学 力学的 電気 
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物理 

（このページは余白）  
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物理 

第２問 図 2-1 のような，バルブを備えた断面積 𝑆 のシリンダーと，同じく断面積

 𝑆 で質量が 𝑀 のピストンがある。バルブを開いてシリンダーに外気が自由に出入りで

きる状態で，ピストンをシリンダーに挿入すると滑らかに動く。ピストンがシリンダー

に挿入された状態でバルブを閉じると，シリンダー内部に空気を閉じ込めることができ

る。ただし，重力加速度の大きさを 𝑔 とする。なお，シリンダー及びシリンダーを通し

た外部との熱の出入は無視できることとする。次の問い（問１～５）に答えよ。（配点 

25）  

 

 

 

問１ 質量 𝑀 のピストンに加わる地球の重力の大きさはどのように表されるか。 

 

問２ シリンダーのバルブが開いた状態で，質量 𝑀 で断面積 𝑆 のピストンがシリンダ

ーの底に接している。このピストンがシリンダーの底に及ぼす圧力はどのように表

されるか。 

 

 バルブを開いた状態で，ピストンを手で支えながらシリンダーを静かに動かし，シリ

ンダーの底からピストンの底面までの高さを 𝐻 とした（図 2-1(a)）。この状態でバルブ

を閉じて，ピストンから手を放すと，ピストンは少し下がって，シリンダーの底からピス

トンの底面までの高さが ℎ になったところでピストンが静止した（図 2-1(b)）。 

 

図 2-1 
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物理 

問３ ピストンから手を放したあと，ピストンがシリンダーに閉じ込められた空気にし

た仕事の大きさはどのように表されるか。 

 

問４ シリンダー内部に閉じ込められた空気の圧力はどのように表されるか。大気圧は

 𝑝 とし，一定であると考えてよい。 

 

問５ ピストンを手で支えたままで高さ 𝐻 としてバルブを閉じた状態で閉じ込められ

た空気の内部エネルギーを 𝑈  とする。続いて，ピストンから手を放して高さ ℎ 

となった状態で閉じ込められた空気の内部エネルギーを 𝑈  とする。 𝑈  と 𝑈  

の大小関係について，等号か不等号を用いて表せ。 
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物理 

第３問 次の文章（ a ）～（ e ）を読み，解答として最も適切なものを，それぞれの

解答群の中から一つ選び，その番号を記せ。（配点 25） 

 

（ a ） 北から南に 5 m s⁄  で流れている川を，速度 10 m s⁄  のボートで渡る。西岸か

ら東岸に対して直角にボートを進めるには，ボートをどの方向に進めればよいか選

べ。 

 

解答群 

① 東西方向に対して，北側 60°方向 

② 東西方向に対して，北側 30°方向 

③ 東西方向に対して，0°の方向 

④ 東西方向に対して，南側 30°方向 

⑤ 東西方向に対して，南側 45°方向 

 

 
 

（ b ） 自転車で移動するとき，ペダルをこぐとある速さで前へ進み，ブレーキを握ると

速さが小さくなる。また，自転車で移動中にハンドルを操作することで進行方向を変

えることができる。自転車の移動について適切な記述を選べ。 

 

解答群 

① 自転車に速度の変化を生じうるのは，ブレーキであって，ハンドルではない。 

② 自転車に加速度の変化を生じうるのは，ハンドルであって，ブレーキではない。 

③ 自転車のブレーキは，速度の変化を生じうるが，加速度の変化とは関係がない。 

④ 自転車のハンドルは，加速度の変化を生じうるが，速度の変化とは関係がない。 

⑤ 自転車のブレーキとハンドルは，いずれも自転車に加速度の変化を生じうる。 
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物理 

（ c ） 媒質1と媒質2の境界面を通過する波がある。この波は媒質1中では速さは 𝑣  ，
振動数は 𝑓  ，波長は 𝜆  と表される。媒質 2 中では速さが 𝑣  であったとすると，

この波の媒質 2 中での波長はどのように表されるか選べ。 

 

解答群 

① 𝜆  ② 
𝑣
𝑓  ③ 

𝑣
𝑓  ④ 

𝑣
𝑣  ⑤ 𝑓 𝜆  

 

 

 

 

 

 

 

（ d ） ある赤色の光を測定すると，波長 0.60 × 10  m の単色光であった。この光の振

動数は約何 Hz か選べ。ただし，光の速度は 3.0 × 10  m s⁄  である。 

 

解答群 

① 5.0 × 10  Hz 
② 5.0 × 10  Hz 
③ 2.0 × 10  Hz 

④ 2.0 × 10  Hz 
⑤ 5.0 × 10  Hz 
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物理 

（ e ） エネルギー入力とエネルギー出力を周期的におこなう熱機関として，実現不可能

なものを選べ。 
 

解答群 

① 10 J の仕事を入力して，5 J の仕事と 5 J の熱エネルギーを出力する熱機 

② 10 J の仕事を入力して，10 J の熱エネルギーを出力する熱機関 

③ 10 J の熱エネルギーを入力して， 5 J の仕事と 5 J の熱エネルギーを出力

する熱機関 

④ 10 J の熱エネルギーを入力して，10 J の仕事を出力する熱機関 

⑤ 10 J の電気エネルギーを入力して， 5 J の仕事と 5 J の熱エネルギーを出

力する熱機関 
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（このページは余白）  
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物理 

第４問 図 4-1 に示すように，抵抗値が 𝑅 の抵抗器 4 個を直流電源に接続した回路

がある。電源の内部抵抗は無視してよい。次の問い（問１～５）に答えよ。（配点 25） 

 

問１ 二点 A-D 間の 4 個の抵抗器の合成抵抗値はどのように表されるか。 

                         

問２  電源の起電力が 𝐸 で表されるとき，二点 A-B 間の電流値はどのように表される

か。 

 

問３  電源の起電力が 𝐸 で表されるとき，二点 A-C 間の電圧降下はどのように表され

るか。 

  

図 4-1 
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物理 

二点 B-C 間に抵抗値が 𝑅 の抵抗器を接続し，回路を図 4-2 のようにした。 

 

問４  二点 B-C 間に接続された抵抗器を通過する電流値はどのようであるか説明せよ。 

 

回路を図 4-3 のように，二点 B-C 間を導線でつなぎ，点 B を接地して電位の基準

 ( 0 V ) とした。 

 

問５ 点 D の電位はどのように表されるか。 

 

 

図 4-2 

図 4-3 
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化学 

(1) 必要があれば，原子量は次の値を使うこと 
  H 1.0   He 4.0   C 12   N 14    O 16 

Na 23   Al 27      S 32     Cl 35.5    Ca 40 
Zn 65 

 
(2) 問題文中に使用する単位と SI（国際単位系）との 

  関連は以下の通りとする 

L ＝ dm3   mL ＝ cm3 

 

 

第 1 問 次の問い（ 問 1 ～ 3 ）に答えよ。（配点 25） 
 
問 1 次の (1) 〜 (5) の記述にあてはまる法則または説として最も適当なものを，下の 

① 〜 ⑥ のうちからそれぞれ一つずつ選び，その番号を記せ。 

 

(1) 同温，同圧の気体は同体積中に同数の分子を含む。 

(2) 一つの化合物の成分元素の質量比は一定である。 

(3) 化学反応において，反応物質の総質量と生成物質の総質量は等しい。 

(4) 化学変化に関わる物質が気体の場合，それらの体積間には簡単な整数比が成り立

つ。 

(5) 二種の元素が二種以上の化合物を生成するとき，一方の元素の一定量と化合する

他方の元素の質量は，これらの化合物間で簡単な整数比となる。 

 

    ① 倍数比例の法則    ② 質量保存の法則   ③ 定比例の法則 

    ④ アボガドロの法則   ⑤ 気体反応の法則   ⑥ ドルトンの原子説 
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化学 

問 2 周期表における元素の一般的な傾向に関する次の ① 〜 ④ の記述のうち，下線部

に誤りがあるものをすべて選び，その番号を記せ。 

 
① 同族元素では，原子番号が大きなものほど原子が大きくなり電子を失いやすくな

るから陰イオンになりやすい。 

② 同一周期の元素においては，18 族元素を除いて原子番号が大きくなるほど原子は

小さくなり電子を得やすくなるから陽イオンになりやすい。 

③ ハロゲンの中では，塩素が最も陰イオンになりやすい。 

④ アルカリ金属の Na と K では，K の方が陽イオンになりやすい。 

 

 
問 3 次の (1) 〜 (5) の物質が固体を構成する際に働いている結合力として最も適当な

ものを，下の ① 〜 ④ のうちからそれぞれ一つずつ選び，その番号を記せ。ただし，

同じ番号を二回以上選んでもよい。また，分子と多原子イオンを構成する際に働いて

いる結合力は除くものとする。 

 

   (1) ダイヤモンド    (2) アルミニウム    (3) ヨウ素   

(4) 塩化ナトリウム   (5) 硫酸ナトリウム 

 
① 分子間力（ファンデルワールス力）による結合 

② 電子対の共有による結合 

③ 静電気的な引力による結合 

④ 自由電子の存在に基づく結合 
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化学 

第 2 問 次の問い（ 問 1 ～ 3 ）に答えよ。（配点 25） 
 

問 1 次の (1) 〜 (3) の化学反応において，下線部の物質は酸化されているか，還元され

ているか。適当なものを，下の ① 〜 ② のうちからそれぞれ一つずつ選び，その番

号を記せ。 

 

(1) H2 + Cl2  →  2HCl 

(2) Ca +  H2SO4  →  CaSO4 ＋ H2 

(3) H2O2 + 2KI +  H2SO4  →  K2SO4 +  I2 + 2H2O 

 

① 酸化されている      ② 還元されている 

 

 
問 2  次の (1) 〜 (9) の気体に関する記述として最も適当なものを，下の ① 〜 ⑩ の

うちからそれぞれ一つずつ選び，その番号を記せ。 

 

  (1) 酸素    (2) 水素    (3) 窒素    (4) アンモニア 

  (5) 硫化水素    (6) 二酸化硫黄    (7) 二酸化炭素    (8) 塩素 

  (9) 塩化水素 

 

① 無色の気体で，石灰水を白濁させる。 

② 淡黄緑色の気体で刺激臭があり，水素とは光の存在下で爆発的に化合する。 

③ 無色の気体で特有の臭気があり，水に溶けてアルカリ性を示す。 

④ 褐色の気体で刺激臭があり，水に溶けて酸性を示す。 

⑤ 無色の気体で刺激臭があり，還元剤としても働く。 

⑥ 無色無臭の気体で，物をよく燃やす性質がある。 

⑦ 無色の気体で腐敗した卵のような臭気があり，還元性を示す。 

⑧ 無色無臭の気体で空気の約 8 割を占め，反応性に乏しい。 

⑨ 無色無臭の最も軽い気体で，空気中で燃えると水を生ずる。 

⑩ 刺激臭があり，アンモニアを近づけると白煙を生ずる。 
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問 3 次の ① 〜 ④ の組み合せの水溶液を等量ずつ混合したとき，混合後の水溶液が酸

性を示すものを一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 1mol/L の塩酸水溶液と 1mol/L の水酸化カリウム水溶液 

② 3mol/L の塩酸水溶液と 2mol/L の水酸化カルシウム水溶液 

③ 2mol/L の硫酸水溶液と 3mol/L の水酸化ナトリウム水溶液 

④ 1mol/L の酢酸水溶液と 1mol/L の水酸化ナトリウム水溶液 
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第 3 問 次の問い（ 問 1 ～ 4 ）に答えよ。（配点 25） 

 

問 1 硫酸亜鉛水和物 (ZnSO4・nH2O) 5.74 g をはかり取り，水和水がなくなるまで加熱

した後，冷却した無水物 (ZnSO4) の質量をはかったところ 3.22 g であった。この結

果から次の反応式の nの値として最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ

選び，その番号を記せ。 

 

ZnSO4・nH2O  →  ZnSO4 + nH2O 

 
     ① 2    ② 3    ③ 5    ④ 7    ⑤ 9  

 

 

問 2 酸性雨の原因となる硝酸 HNO3 は，炭酸カルシウム CaCO3 を主成分とする大理石

やコンクリート建造物を侵食することが知られている。このときの反応は次の（１）

式で表される。 
 

CaCO3 + 2HNO3  →  Ca(NO3)2 + CO2 + H2O  ・・・（１） 
 

炭酸カルシウムに希硝酸を加えて反応させたところ，標準状態で 672 mL の二酸化炭

素 CO2 が発生した。次の問い（ a・b ）に答えよ。 

 

a 発生した二酸化炭素の物質量は何 mol か。最も適当な数値を，次の ① ～ ⑤ の

うちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
①  0.003    ② 0.03    ③ 0.3    ④ 3    ⑤ 30 

 

 

b （１）式の反応で HNO3 が 3.78 g 消費されたとき，反応した炭酸カルシウムの質

量は何 g か。最も適当な数値を，次の ① ～ ⑥ のうちから一つ選び，その番号を

記せ。 

 

① 3    ② 6    ③ 9    ④ 12    ⑤ 30    ⑥ 100 
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化学 

問 3 濃硝酸 HNO3 は，銅 Cu を溶かすが，鉄 Fe やアルミニウム Al などの金属は溶かさ

ない。この現象の説明として最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，

その番号を記せ。 

 

① 濃硝酸には単体の鉄やアルミニウムを酸化する力がないため。 

② 鉄やアルミニウムには，濃硝酸を一酸化窒素に分解する触媒作用があるため。 

③ 鉄やアルミニウムが溶解する速度と，これらの金属イオンが析出する速度が等し

くなるため。 

④ 鉄やアルミニウムなどは濃硝酸に対して金属表面に緻密な酸化被膜を生じ，金属

内部を保護するため。 

⑤ イオン化傾向が水素より大きい元素はすべて，濃硝酸に対して金属表面に緻密な

酸化被膜を生じ，金属内部を保護するため。 

 

 

問 4 希硝酸 HNO3 は，銅 Cu と反応し窒素酸化物を生成する。次の問い（ a ～ c ）に

答えよ。 

 
a このときの反応は，次の（２）式により表される。このとき，     に入る気

体の化学式およびその名称として最も適当な組み合せを，次の ① ～ ⑤ のうちか

ら一つ選び，その番号を記せ。 

 
3Cu  +  8HNO3  →   3Cu(NO3)2  +  4H2O  +        ・・・（２） 

 
 ① NO 一酸化窒素 ② 2NO 一酸化窒素 ③ NO2 二酸化窒素 

 ④ 2NO2 二酸化窒素 ⑤ CO2 二酸化炭素 
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b 硝酸 HNO3は工業的には，アンモニア NH3 を一酸化窒素 NO，次いで二酸化窒素

NO2 に酸化した後，水と反応させて製造する。この工業的製法の名称として最も適

当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 

 ① アンモニアソーダ法 ② オストワルト法 ③ ハーバー・ボッシュ法 

 ④ 接触法 ⑤ イオン交換膜法 

 

 

c 一酸化窒素または二酸化窒素の説明文として最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ の

うちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 一酸化窒素は，赤褐色で水に溶けやすく下方置換により捕集できる。 

② 一酸化窒素は，無色で水に溶けやすく水上置換により捕集できる。 

③ 二酸化窒素は，赤褐色で水に溶けやすく下方置換により捕集できる。 

④ 二酸化窒素は，無色で水に溶けやすく水上置換により捕集できる。 

⑤ 二酸化窒素は，無色で水に溶けにくく水上置換により捕集できる。 
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第 4 問 次の問い（ 問 1 ～ 5 ）に答えよ。（配点 25） 

 

問 1 芳香族化合物に関する次の ① ～ ⑤ の記述のうち，誤りを含むものを一つ選び，

その番号を記せ。 

 
① アニリンに硫酸酸性の二クロム酸カリウム水溶液を加えるとアニリンブラックと

呼ばれる染料に変化する。 

② フェノールはヒドロキシ基を有するため，水溶液中ではわずかに塩基性を示す。 

③ 安息香酸は，エーテルなどの有機溶媒や熱水にはよく溶ける。 

④ ベンゼンに濃硝酸と濃硫酸の混酸を加え，緩やかに加熱するとニトロベンゼンが

生成する。 

⑤ サリチル酸メチルに塩化鉄（III）水溶液を加えると紫色に呈色する。 

 

 

問 2 濃硫酸を触媒として酢酸 CH3COOH とエタノール C2H5OH を反応させると，次の

反応式にしたがって酢酸エチル CH3COOC2H5 と水が生じる。 

 

CH3COOH ＋ C2H5OH ⇄  CH3COOC2H5 ＋ H2O 

 
酢酸 3.0 mol とエタノール 2.5 mol を混合した場合について，次の問い（ a ～ c ）

に答えよ。 

 

a  この反応の名称として最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，

その番号を記せ。 

 
① スルホン化   ② エステル化   ③ ニトロ化   ④ 水素化 

⑤ ハロゲン化 

 

 
b  酢酸エチルが 𝑥 mol生成したところで平衡に達した。この時の平衡定数Kを，𝑥 を

用いた式で表せ。ただし，式中に数字を用いる場合は有効数字二桁で記すこと。 
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c  温度および圧力が一定の条件下，b の状態の時にさらにエタノールを加えた。こ

のとき，平衡定数 K はどのように変化するか。最も適当なものを，次の ① ～ ③ の

うちから一つ選び，その番号を記せ。 

 

① b の時よりも小さくなる   ② 変化しない   ③ b の時よりも大きくなる 

 

 

問 3 次の ① ～ ⑤ の示性式で表される化合物のうち，光学異性体が存在するものを一

つ選び，その番号と構造式を書け。ただし，構造式を書く場合，鏡像異性体の区別は

せず，下の例を参考に書くこと。 

例： メチル基の場合  －CH3 

 

① CH3CH(NH2)COOH   ② CH3CHO   ③ CH3CH2COOH 

④ HCH(NH2)COOH    ⑤ HCOOCH3 

 

 

問4 分子式C5H12で示される有機化合物には，全部でいくつの構造異性体が存在するか。

最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 一つ   ② 二つ   ③ 三つ   ④ 四つ   ⑤ 五つ 

 

 

問 5 次の ① ～ ⑤ の示性式で表される化合物とその化合物中の官能基のうち，その組

み合せが誤っているものを一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 示性式：C6H5OH 官能基：ヒドロキシ基 

② 示性式：C6H5NH2 官能基：アミノ基 

③ 示性式：C6H5SO3H 官能基：スルホ基 

④ 示性式：CH3CHO 官能基：カルボキシ基 

⑤ 示性式：C6H5NO2 官能基：ニトロ基 
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第 1 問 次の文章を読み，下の問い（問 1～3）に答えよ。（配点 25） 
 

 DNA は  １  が多数つながってできている。  １  は，デオキシリボースと呼ば

れる  ２  ・  ３  ・塩基からなる。1953 年，ワトソンとクリックは，それまでの研

究結果に基づき DNA が  ４  構造をした分子であることを提唱した。この分子モデル

では， (a) 塩基どうしの結合は，アデニンと  ５ ，シトシンと  ６  という特定の塩

基の間でのみ起こる。 

 

問 1 上の文章中の空欄  １  ～  ６  に入る最も適当な語句を記せ。 

 

問 2 下線部(a)のように一方の塩基が決まると，それと対になる塩基が自動的に決まるこ 

  とを何というか。次の①～⑤のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 塩基性  ② 自動性  ③ 相補性  ④ 恒常性  ⑤ 配列性 

 
問 3 ある生物の 2 本鎖 DNA について，含まれる塩基の数の割合を調べたところ，アデ 

ニンの割合が30%であった。この2本鎖DNAに含まれるシトシンの割合はいくらか。

割合をパーセント（%）で記せ。 

  

20190201
1



 
 
 

生物 

第 2 問 次の文章を読み，下の問い（問 1～4）に答えよ。（配点 25） 
 

 火山の噴火や大地震にともなう地滑りなどにより，裸地ができた場合，そこには時

間をかけさまざまな植物が侵入してくる。まず，ススキやイタドリなどの  １  が

育つ。これらの植物は遷移の初期に侵入するため  ２  と呼ばれている。これらの植

物は競争相手がいない新しい裸地を求めて，遠くまで散布される多数の種子を生産する。 

 ２  の定着が進むと環境が変わり，植物の枯死体による腐植質の増加により土壌が形

成され，続いてオオバヤシャブシやミヤマハンノキなどの  ３  も生育できるよう

になる。これらは陽生植物の性質をもつ  ４  と呼ばれ，これらの樹木からなる林が

成立するにつれ，林床は暗くなるため，  ４  の芽生えは生育できなくなる。芽生えや

幼木が陰生植物の性質を示し，成長するにつれて陽生植物の性質をもつようになる木本類

を  ５  という。その芽生えは林床で生育し，混交林へと変化する。その後安定した 

 ５  林になって，全体として大きな変化が見られなくなり，その状態は  ６  と呼

ばれる。 

  
問1  上の文章中の空欄  １  ～  ６  に入る最も適当な語句を以下の①～⑩のう

ちから選び，その番号を記せ。 

① 陽樹 ② 極相 ③ 先駆植物  ④ つる植物 ⑤ 陰樹 ⑥ 草本植物 

⑦ 湿性 ⑧ 乾性 ⑨ バイオーム ⑩木本植物 

 

問2  上の文章のように生物のいない裸地から始まる植生の変化を何と呼ぶか。最も適当

な語句を記せ。 

 
問3  植物種の置き換わりなど，大きな変化のない森林では，台風などによって木が倒れ，

高木を欠く場所ができることがある。そのような場所を何と呼ぶか。最も適当な語句

を記せ。 

 
問4  よく発達した森林で見られる，鉛直的な明るさや湿度などの違いにより生じる高木

層，亜高木層，低木層などの構造を合わせて何と呼ぶか。最も適当な語句を記せ。 
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第 3 問 次の文章を読み，下の問い（問 1～3）に答えよ。（配点 25） 
 

 生物の体内で行われる化学反応全体は  １  と呼ばれる。 １  には，複雑な物質

を単純な物質に分解する  ２  と，単純な物質から複雑な物質を合成する同化がある。

植物が二酸化炭素と水から炭水化物や脂肪を合成する働きを  ３  同化と呼び，無機窒

素化合物からタンパク質や核酸などの  ４  窒素化合物を合成する働きを窒素同

化と呼ぶ。 ５  中には体積で約 80%もの窒素が気体として存在するが，多くの生物は

これを直接利用できない。しかし，一部の細菌は窒素ガスを取りこんで  ６  イオンと

して利用することができる。このような働きを  ７  と呼ぶ。ダイズやレンゲソウなど

のマメ科植物の根には  ８  という特別な組織があり， ７  を行う細菌が共生して

いる。 

 

 
問1  上の文章中の空欄  １  ～  ８  に入る最も適当な語句を記せ。 

 
問2  発酵は無酸素条件下で有機物を分解する反応である。また，分解産物としてエタ

ノールが生じる発酵をアルコール発酵と呼ぶ。アルコール発酵によって生じる 2

つの物質のうち，エタノール以外のものを記せ。 

 
問3  光合成は，光エネルギーを利用して ATP を合成する同化反応である。光合成が行わ

れる細胞小器官の名称を記せ。また，光エネルギーに依存して ATP が合成される反応

を何というか，その名称を記せ。 
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第 4 問 次の文章を読み，下の問い（問 1～3）に答えよ。（配点 25） 
 

 植物の種子には，温度や水分の条件が適当であっても，光が照射されないと発芽しない

ものがあり，このような種子を  １  という。代表的な植物には， ２  やマツヨイグ

サ，タバコなどがある。 １  の発芽は，赤色光によって促進され，遠赤色光によって抑

制される。植物の光受容体は  ３  と呼ばれ，主に赤色光と遠赤色光を吸収する色素タ

ンパク質である。 ３  は，赤色光を吸収すると遠赤色光吸収型（Pfr 型）へ，遠赤色光

を吸収すると赤色光吸収型（Pr 型）へと分子構造が変化する。この変化がひきがねとなり，

発芽促進などの形態形成を引き起こす。 

 遠赤色光吸収型は胚の細胞に作用してジベレリンを活性化させ，ジベレリンが  ４  

の働きを抑制して発芽が始まる。 

 

問1  上の文章中の空欄  １  ～  ３  に入る最も適当な語句を記せ。 

 

問2  上の文章中の空欄  ４  に入る植物ホルモンとして最も適当なものを，次の

①～⑤のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

   ① オーキシン ② アブシジン酸 ③ サイトカイニン  

   ④ エチレン  ⑤ バソプレシン 

 
問3  次の図ア～エのように種子を処理した場合，タバコの種子は発芽するか。発芽する

場合は○，発芽しない場合は×を記せ。 

 

ア．暗所に置く  

 

イ．白色光を照射する 

 

ウ．赤色光を照射する 

 

エ．赤色光を照射したのち遠赤色光を 

照射する 

 

  

 r 

 r  fr 

 は暗期を，それ以外は明期を示す。 

24 時間 

r：赤色光  fr：遠赤色光 
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第１問 次の 1 と 2 の発話に対する応答として適切なものを、それぞれア～コのう

ちから四つずつ選び、その記号を記せ。それぞれの記号は一度しか使えないので注意す

ること。（配点 16） 

 

 

1. Can you tell me what time it is now?  

 

2. How was the new movie? 

 

 

ア I really enjoyed it. 

イ That made me cry. 

ウ Ten twenty. 

エ It began at six, so we had to hurry. 

オ It’s half past one. 

カ That was interesting. 

キ I was moved. 

ク Yes, it is. 

ケ Sorry. I don’t have a watch. 

コ Quarter to eight. 
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第２問 次の 1～6 の発話に対する応答として最も適切でないものを、それぞれア～

エのうちから一つずつ選び、その記号を記せ。（配点 12） 
 
 
1. Can you speak Chinese? 
 

ア Just a little. 

イ Yes. Not so good, though. 

ウ Yes, please. 

エ No, I can’t. 

 
 
 
 
 
2. Have you met Dr. Johnson? 
 

ア Yes, once. 

イ Well, he is my uncle. 

ウ No, I don’t think so. 

エ Yes, he did. 

 
 
 
 
 
3. I’m in a tennis club, but I’m just a beginner. 

 
ア How do you like it? 

イ Will you play a game in the near future? 

ウ Did you have a good time? 

エ Do you have to practice a lot? 
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4. It has been so hot recently! 
 

ア Too hot. I can’t stand it. 

イ Exactly. 

ウ So it has. 

エ We should go to some hotter place. 

 
 
 
 
 
5. How about going shopping next Sunday? 
 

ア How lucky! 

イ That’s a good idea. 

ウ Why not? 

エ Sorry. I’ll have a guest then. 

 
 
 
 
 
6. I heard you do volunteer work at the hospital on weekends. 
 

ア Yes. I love it. 

イ But for my headaches, I would go. 

ウ Just come with me this Saturday if you want to. 

エ I’ve been doing it for about three years. 
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第３問 次の英文 1～5 の(      )の中に入れるのに最も適切な語句の組み合わせを、

それぞれ A～D のうちから一つずつ選び、その記号を記せ。（配点 15） 

 

 
1. I was (  ア  ) that the population of Hachinohe City is about (  イ  ) large as that of 

my hometown. 
 
 

A ア said イ five times as 
B ア said イ as five times 
C ア told イ five times as 
D ア told イ as five times 

 

 

 

 
2. A new type of tablet (  ア  ) designed by the company. It will be available in (  イ  ) 

years. 
 
 

A ア has already イ a little 
B ア is being イ a few 
C ア has already イ a few 
D ア is being イ a little 

 
 
 

 
3. Please help me (  ア  ) my (  イ  ) wallet. 
 
 

A ア found イ missed 
B ア find イ missing 
C ア found イ missing 
D ア find イ missed 
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4. (  ア  ) a person looks has little to (  イ  ) with his/her intelligence. 
 
 

A ア How イ do 
B ア How イ go 
C ア What イ do 
D ア What イ go 

 
 
 
 
5. It is (  ア  ) that he bought the house (  イ  ) the famous rock singer used to live. 
 
 

A ア surprising イ where 
B ア surprising イ which 
C ア surprised イ where 
D ア surprised イ which 
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第４問 次の 1～6 の各文について、日本語の意味に合うように、それぞれ下のア～

カの語句を用いて空所を補い、英文を完成させよ。ただし、文頭に配するべき語も小文

字にしてある。解答は(A)と(B)それぞれの位置で用いる語句の記号のみを答えよ。（配

点 24） 

 

 
1. 救急車だ。隣りでなにか起きたに違いない。 
There comes an ambulance!        (A)               (B)        neighbor! 
 

ア my イ must ウ to 
エ have オ happened カ something 

 
 
 
 
2. お問い合わせに返事が遅れまして大変申し訳ありません。 
I’m very              (A)               (B)  sooner. 
 

ア inquiry イ answering ウ your 
エ sorry オ not カ for 

 
 
 
 
3. 君がそんな質問をしても無駄だよ。 
It is        (A)   (B)                   . 
 

ア such イ asking ウ your 
エ no オ a question カ use 

 
 
 
 
4. 「コンサートのチケットはいくらですか」 

「席によって異なります」 
“How much is a ticket for the concert?” 
“       (A)               (B)        to sit.” 
 

ア where イ on ウ that 
エ you オ depends カ want 
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5. その古い店へ行く道は誰も知らないんじゃないか。 
       (A)               (B)        to the old shop? 
 

ア road イ knows ウ who 
エ which オ to カ take 

 
 
 
 
6. あのとき私の言うことを聞いていたら、今頃はそんな困ったことになっていないのに。 
If you had listened to me then,        (A)               (B)        now. 
 

ア trouble イ such ウ wouldn’t 
エ in オ be カ you 
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英語 

第５問 次の Web サイト（http://media.unwto.org）に掲載されている文章を読み、以下

の問い（ 問 1～3 ）に答えよ。（配点 33） 
著作権処理の都合上、以降省略します。 
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8



2019 年 度 
 

一 般 入 学 試 験 問 題 
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注 意 事 項 
 

１． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

２． 国語・英語のいずれか 1教科を選択し，解答しなさい。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手を

挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 
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国語 

 

第
1
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
漢
字
に
直
し
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

10
） 

  
⑴ 

ジ
ョ
ウ
セ
キ
通
り
に
物
事
を
進
め
る
。 

 
 
 

 

⑵ 

食
品
テ
ン
カ
物
の
少
な
い
商
品
を
選
ぶ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑶ 
ス
ル
ド
い
質
問
を
受
け
返
事
に
窮
す
る
。 

     

⑷ 

実
家
に
帰
っ
て
家
業
を
ツ
ぐ
。 

 

 

⑸ 

生
活
は
質
素
ケ
ン
ヤ
ク
を
旨
と
す
る
。 

 

第
2
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

  

⑴ 

巨
大
組
織
の
イ
コ
ウ
を
笠
に
着
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

移
行 

 
 

イ 

意
向 

 
 

ウ 

遺
構 

 
 

エ 

威
光 

 
 

 

⑵ 

車
窓
の
景
色
が
目
に
ト
ま
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

止 
 

 
 

イ 

留 
 

 
 

ウ 

泊 
 

 
 

エ 

停 

 

⑶ 

厳
戒
タ
イ
セ
イ
で
警
備
に
当
た
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

態
勢 

 
 

イ 

体
勢 

 
 

ウ 

大
盛 

 
 

エ 

大
勢 

 
 

 

⑷ 

シ
ン
キ
を
一
転
さ
せ
て
練
習
に
励
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

心
気 

 
 

イ 

新
規 

 
 

ウ 

心
機 

 
 

エ 

新
期 

 
 

 

⑸ 

野
菜
の
販
売
を
セ
イ
ギ
ョ
ウ
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

正
業 

 
 

イ 

成
業 

 
 

ウ 

生
業 

 
 

エ 

盛
業 

 
 

 

第
3
問 

次
の
⑴
～
⑸
の 

 
 

  

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。

（
配
点 

5
） 

 

 

⑴ 

人
通
り
が
増
え
て
店
が 

 
 
 

 

す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ア 
繁
茂 

 
 

イ 

繁
栄 

 
 

ウ 

繁
盛 

 
 

⑵ 
 
 

 
 
 

せ
ぬ
事
件
に
一
同
う
ろ
た
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

予
見 

 
 

イ 

予
期 

 
 

ウ 

予
断 

 
 

⑶ 
 

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は 

 
 
 

 

あ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
有
名
だ
。 

ア 

特
色 

 
 

イ 

特
性 

 
 

ウ 

特
質 
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国語 

⑷ 
 

調
査
は 

 
 

 
 

な
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

ア 

精
密 

 
 
 

イ 

綿
密 

 
 

ウ 

精
巧 

⑸ 
 

事
務
所
を
新
社
屋
に 

 
 

 
 

す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

移
駐 
 

 

イ 

転
居 

 
 

ウ 

移
転 

 

 
第
4
問 

次
の
⑴
～
⑷
の
傍
線
部
の
読
み
方
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

8
） 

 
 

⑴ 

こ
の
観
光
地
の
目
玉
は
風
情
の
あ
る
景
色
だ
。 

 
 

 
 

 
 

⑵ 

若
者
に
人
気
の
あ
っ
た
歌
手
が
事
故
で
夭
逝
し
て
し
ま
っ
た
。 

⑶ 

今
回
の
不
祥
事
は
大
臣
の
更
迭
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。 

 
 

⑷ 

長
旅
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
日
は
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

第
5
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
四
字
熟
語
の 

 
 

 
 

に
入
る
漢
字
二
字
を
選
択
肢
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

 

⑴ 

君
子 

 
 

 
 

●
⑵ 

故
事 

 
 

 
 

●
⑶ 

朝
三 

 
 

 
 

●
⑷ 

月
下 

 
 

 
 

●
⑸ 

疑
心 

 
 

 
 

● 

  

   

第
6
問 

次
の
⑴
～
⑸
の 

 
 

 
 

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。

（
配
点 

5
） 

 

 

⑴ 

雨
後
の 

 
 

 
 

の
よ
う
に
、
コ
ン
ビ
ニ
が
次
々
に
で
き
た
よ
。  

 
 

 
 

ア 

大
根 

 

イ 

筍 
 

 

ウ 

楠 
 

 

エ 

朝
顔 

⑵ 

う
わ
さ
を
す
れ
ば 

 
 

 
 

が
さ
す
。
人
の
悪
口
は
言
う
な
。 

 
 

ア 

日 
 

 

イ 

針 
 

 

ウ 

魔 
 

 

エ 

影 
 

⑶ 

彼
女
は
物
静
か
だ
が
、 

 
 

 

の
下
の
力
持
ち
と
い
う
感
じ
だ
ね
。 

 

ア 
園 

 
 

イ 

円 
 

 

ウ 

炎 
 

 

エ 

縁 

暮 
 

氷 
 

鬼 
 

来 
 

四 
 

人 
 

変 
 

歴 
 

豹 
 

暗 

20190201
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国語 

 

⑷ 

芸
は 

 
 

 
 

を
助
く
と
い
う
か
ら
、
趣
味
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。 

 

ア 

人 
 

 

イ 

身 
 

 

ウ 

家
業 

 

エ 

仕
事 

⑸ 
 

 
 

の
面
に
水
で
、
ど
ん
な
に
叱
ら
れ
て
も
平
然
と
し
て
い
る
。 

 

ア 

蛙 
 

 

イ 

鯰 
 

 

ウ 

河
童 

 

エ 

猿 

 第
7
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
二
つ
の
熟
語
が
類
義
語
の
関
係
に
な
る
よ
う
、
空
欄 

 
 

 

に
入
る
漢
字
一
字
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

 
 

⑴ 

関
心 
― 

 
 

 

味 
 

⑵ 
 

 
 

持 

― 

賛
成 

 

⑶ 

善
意 

― 
 

 
 

切 
 

⑷ 

理
解 

― 

納 
 

 
 

 

⑸ 

便 
 

 
 

― 

重
宝 

 

第
8
問 

動
詞
の
持
つ
い
く
つ
か
の
文
型
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
名
詞
と
結
び
つ
く
か
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
本

文
の
内
容
と
対
応
す
る
表
の
空
欄 

 

Ａ 
 

～ 
 

Ｄ 
 

に
あ
て
は
ま
る
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
か
ら

一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

3
） 

  

あ
る
範
囲
の
場
所
が
何
か
で
充
満
す
る
と
き
、
例
え
ば
活
気
で
社
会
が
充
満
す
る
様
を
表
現
す
る
の
に
、
日
本
語
に
は
二
様
の
表
現
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。 

・
社
会
が
活
気
に
あ
ふ
れ
る
／
活
気
が
社
会
に
あ
ふ
れ
る
。 

・
場
内
が
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
／
熱
気
が
場
内
に
あ
ふ
れ
る
。 

 

「
～
に
あ
ふ
れ
る
。
」
の
ほ
う
は
「
～
で
あ
ふ
れ
る
。
」
と
も
言
え
る
。「
活
気
」
や
「
熱
気
」
の
よ
う
な
事
柄
は
ニ
格
（
注
１
）
で
「
～
に
あ
ふ
れ
る
。
」

と
言
え
る
の
だ
が
、
具
体
的
な
モ
ノ
名
詞
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。「
物
が
戸
棚
に
あ
ふ
れ
る
。
」
を
「
戸
棚
が
物
に
あ
ふ
れ
る
。
」
と
は
言
え
な
い
。「
戸

棚
が
物
で
あ
ふ
れ
る
。
」
と
デ
格
（
注
２
）
と
な
る
。
物
や
人
は
「
抽
出

ひ

き

だ

し

は
た
く
さ
ん
の
物
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
」「
倉
庫
は
在
庫
の
山
で
足
の
踏
み
場
も
な
い
。
」

「
車
内
は
お
お
ぜ
い
の
人
で
身
動
き
も
出
来
な
い
。
」
の
よ
う
に
、
皆
デ
格
で
共
通
し
て
い
る
。
具
体
的
な
物
の
存
在
「
～
が
あ
っ
て
／
～
が
い
て
」
の

意
識
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
「
活
気
に
あ
ふ
れ
る
」
の
よ
う
な
場
面
の
雰
囲
気
で
は
、
存
在
意
識
よ
り
「
～
に
よ
っ
て
」
の
意
識
が
強
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。 

さ
て
、
こ
の
「
あ
ふ
れ
る
」
は
、
「
教
室
が
活
気
に
満
ち
て
い
る
／
活
気
が
教
室
に
満
ち
て
い
る
。
」
の
よ
う
に
、
「
満
ち
る
」
で
も
同
様
の
言
い
換
え

20190201
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国語 

が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、「
車
内
は
お
お
ぜ
い
の
人
で
満
ち
て
い
る
。
」
と
か
「
お
お
ぜ
い
の
人
が
車
内
に
満
ち
て
い
る
。
」
は
、
か
な
り
言
い
づ
ら
い
。

物
も
「
物
が
戸
棚
に
満
ち
て
い
る
。
」
で
は
、
認
め
る
人
が
ぐ
っ
と
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。「
ガ
ス
が
タ
ン
ク
に
満
ち
て
い
る
。
」
な
ら
、
ま
ず
合
格
点
だ
。

人
数
や
個
数
と
い
っ
た
数
量
体
で
は
な
く
、
水
や
ガ
ス
な
ど
い
わ
ゆ
る
流
体
が
充
満
す
る
状
況
に
ぴ
っ
た
り
の
語
な
の
だ
。 

 

閉
じ
た
空
間
「
教
室
に
活
気
が
あ
ふ
れ
る
。
」
な
ら
可
能
で
も
、
開
か
れ
た
空
間
「
コ
ッ
プ
に
ビ
ー
ル
が
あ
ふ
れ
る
。
」
は
、
い
か
に
も
不
自
然
だ
。「
コ

ッ
プ
か
ら
ビ
ー
ル
が
あ
ふ
れ
る
。
」
と
、
次
の
段
階
「
こ
ぼ
れ
る
」
へ
と
意
味
が
移
行
し
、
ニ
格
か
ら
カ
ラ
格
（
注
３
）
へ
と
文
型
も
同
時
に
移
行
し
て
い

く
。
意
味
と
文
型
と
の
相
互
関
係
が
見
え
て
、
い
か
に
も
面
白
い
。 

（
出
典 

森
田
良
行
著
『
話
者
の
視
点
が
つ
く
る
日
本
語
』
ひ
つ
じ
書
房
） 

（
注
１
）
ニ
格
…
名
詞
に
格
助
詞
の
「
に
」
が
接
続
し
て
述
語
と
の
関
係
を
示
す
補
語
の
こ
と
を
い
う
。 

（
注
２
）
デ
格
…
名
詞
に
格
助
詞
の
「
で
」
が
接
続
し
て
述
語
と
の
関
係
を
示
す
補
語
の
こ
と
を
い
う
。 

（
注
３
）
カ
ラ
格
…
名
詞
に
格
助
詞
の
「
か
ら
」
が
接
続
し
て
述
語
と
の
関
係
を
示
す
補
語
の
こ
と
を
い
う
。 

 

【
動
詞
と
名
詞
の
対
応
表
】
（
○
は
結
び
つ
き
の
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
）  

 

ア 

Ａ 

あ
ふ
れ
る 

Ｂ 

こ
ぼ
れ
る 

Ｃ 

満
ち
る 

 

Ｄ 

充
満
す
る 

イ 

Ａ 

充
満
す
る 

Ｂ 

あ
ふ
れ
る 

Ｃ 

こ
ぼ
れ
る 

Ｄ 

満
ち
る 

 
 

ウ 

Ａ 

満
ち
る 

 

Ｂ 

充
満
す
る 

Ｃ 

あ
ふ
れ
る 

Ｄ 

こ
ぼ
れ
る 

 
 

エ 

Ａ 

こ
ぼ
れ
る 

Ｂ 

満
ち
る 

 

Ｃ 

充
満
す
る 

Ｄ 

あ
ふ
れ
る 

  

 

活
気 

ガ
ス 

水 

(

お
お
ぜ
い
の)

人 

 

○ ○ ○ 

 

 

Ａ 
 

 ○ 

  

 

Ｂ 
 

○ 

 ○ ○ 

 

Ｃ 
 

  ○ 

 

 

Ｄ 
 

動
詞 

名
詞 

20190201
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国語 

 

第
9
問 

最
後
に
示
し
た
文
章
に
続
く
よ
う
に
、
Ａ
～
Ｅ
の
文
を
正
し
く
並
べ
か
え
る
と
き
、
最
も
適
当
な
順
序
を
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の

記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

4
） 

 
Ａ 
紅
葉
も
は
か
な
く
散
り
、
残
り
の
菊
も
や
が
て
枯
れ
果
て
て
、
野
山
は
蕭
条

し
ょ
う
じ
ょ
う

と
し
た
冬
枯
の
季
節
を
迎
え
る
。
春
や
秋
の
風
物
の
、
華
や
か
な

彩
り
を
何
十
種
と
な
く
服
色
に
仕
上
げ
た
王
朝
の
人
び
と
も
、
冬
と
も
な
れ
ば
、
そ
れ
を
真
似
る
彩
り
も
乏
し
く
、
文
学
作
品
に
も
衣
裳
の
色
を
描

い
た
場
面
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。 

 

Ｂ 

野
や
山
の
緑
も
次
第
に
茶
褐
色
に
枯
れ
て
行
く
の
を
、
そ
の
ま
ま
模
し
た
の
が
こ
の
色
で
、『
狭
衣
物
語
』
に
は
、
一
般
の
人
が
こ
れ
を
着
る
と
、

「
す
さ
ま
じ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
か
に
も
興
ざ
め
の
、
渋
く
て
沈
ん
だ
感
じ
が
し
、
ま
た
、「
余
り
大
人
し
う
あ
り
け
り
」
、
つ
ま
り
、
余
り
地
味

で
老
け
て
見
え
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

Ｃ 

こ
れ
は
普
通
の
人
の
場
合
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、「
着
な
さ
せ
給
へ
る
人
か
ら
な
め
り
か
し
」
、
い
わ
ば
、
着
て
い
る
方
の
優
れ

た
人
柄
の
せ
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
枯
れ
た
野
原
さ
な
が
ら
の
荒
涼
と
し
た
感
じ
の
服
色
で
あ
っ
て
さ
え
、
着
用
す
る
人
物
次
第
で
、
花
・

紅
葉
の
よ
う
な
華
麗
な
衣
裳
の
色
合
い
よ
り
、
却
っ
て
そ
の
容
姿
を
一
層
優
艶
に
引
き
立
た
せ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

Ｄ 

『
枕
草
子
』
に
は
、「
唐
衣

か

ら

ぎ

ぬ

は
…
…
秋
は
枯
野
」
、
つ
ま
り
唐
衣
に
は
秋
の
季
節
は
「
枯
野
」
と
い
う
色
合
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
記
し
て
い
る
。
そ

し
て
『
狭
衣
物
語
』
に
は
、「
冬
深
き
霜
枯
の
、
雪
の
朝
な
ど
に
こ
そ
、
こ
の
色
は
お
か
し
け
れ
」
と
あ
り
、「
枯
野
」
は
、
こ
の
よ
う
に
晩
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
、
そ
の
季
の
自
然
の
趣
を
よ
く
表
わ
す
服
色
（
草
の
枯
れ
た
よ
う
な
黄
褐
色
）
と
し
て
着
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

Ｅ 

こ
の
よ
う
な
「
枯
野
」
で
さ
え
、
一
旦
、
こ
の
『
狭
衣
物
語
』
の
女
主
人
公
源
氏
宮

げ

ん

じ

の

み

や

の
よ
う
な
方
が
着
用
す
る
と
、
様
相
が
一
変
す
る
。
宮
が
、

「
こ
の
比こ

ろ

の
枯
野
の
色
な
る
御お

ん

衣ぞ

ど
も
の
、
濃
き
薄
き
な
る
に
、
同
じ
色
の
わ
れ
も
か
う
の
織
物
の
重
な
り
た
る
な
ど
も
」
の
よ
う
に
、
こ
の
色
の
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衣
裳
を
多
く
着
重
ね
て
い
る
の
を
見
る
と
、「
春
の
花
、
秋
の
紅
葉
よ
り
も
中
〱

な

か

な

か

な
つ
か
し
う
見
ゆ
る
」
、
つ
ま
り
、
華
や
か
な
服
色
の
場
合
よ
り
も

一
段
と
可
憐
に
美
し
く
見
え
る
と
い
う
。 

   
 

ど
の
よ
う
な
衣
装
の
色
で
あ
れ
、
そ
れ
を
着
こ
な
す
人
品
・
人
柄
に
よ
っ
て
、
美
し
く
も
醜
く
も
見
え
る
、
と
い
う
の
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
と

っ
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

 

（
出
典 

伊
原
昭
著
『
色
へ
の
こ
と
ば
を
の
こ
し
た
い
』
笠
間
書
院
）  

ア 

Ａ
―
Ｄ
―
Ｂ
―
Ｅ
―
Ｃ 

 
 

 

イ 

Ｂ
―
Ｃ
―
Ａ
―
Ｄ
―
Ｅ 

 

 
 

ウ 

Ｃ
―
Ｂ
―
Ｄ
―
Ｅ
―
Ａ 

 
 

 

エ 

Ｄ
―
Ｅ
―
Ａ
―
Ｂ
―
Ｃ 

 

第
10
問 

次
の
文
章
は
、
田
中
久
文
著
『
日
本
美
を
哲
学
す
る 

あ
は
れ
・
幽
玄
・
さ
び
・
い
き
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～

10
）
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

50
） 

 

こ
こ
で
は
、
和
辻
哲
郎
（
注
１
）
の
議
論
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
建
築
や
庭
園
の
場
合
に
即
し
て
、
具
体
的
な
作
品
を
分
析
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
別
の

角
度
か
ら
日
本
人
の
「
芸
術
」
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

和
辻
の
『
風
土
』
（
一
九
三
五
年
）
に
、
「
芸
術
の
風
土
的
性
格
」
と
い
う
章
が
あ
る
。
そ
こ
で
和
辻
は
、
西
洋
の
芸
術
と
日
本
の
芸
術
と
の
違
い
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。 

和
辻
に
よ
れ
ば
、
西
洋
近
代
の
美
学
で
は
、
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
が
規
準
と
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
出
発
点
は
、
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
合

理
主
義
的
な
美
学
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
（
注
２
）
は
、
「
合
理
的
な
こ
と
」
「
論
理
的
な
こ
と
」
が
感
覚
的
印
象
に
お
け
る
美
的
な
喜
び
を
も
た
ら
す
と
し
た
し
、

20190201
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そ
れ
を
受
け
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
注
３
）
は
、
知
覚
の
う
ち
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
悟
性
に
か
な
う
こ
と
」
が
感
覚
的
な
喜
び
を
も
た
ら
す
と
し
た
。
具
体
的
に
い

え
ば
、
音
楽
に
お
け
る
音
の
秩
序
正
し
い
響
き
、
ａ
舞
踊
に
お
け
る
規
則
正
し
い
運
動
、
詩
に
お
け
る
長
短
の
綴
音

て

い

お

ん

の
規
則
正
し
い
連
続
な
ど
と
い
っ
た
「
秩

序
正
し
さ
」
が
美
的
な
喜
び
の
根
拠
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
美
に
対
す
る
⑴
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
合
理
主
義
的
美
学
と
は
一
見
相
反
す
る
よ
う
な
十

八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
主
義
的
美
学
の
根
底
に
も
流
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
感
覚
に
お
け
る
「
多
様
の
統
一
」
、
「
①

シ
ン
メ
ト
リ
ー
」
、
「
比
例
」
、
「
同

じ
き
構
造
を
持
つ
部
分
の
結
合
」
な
ど
が
美
的
効
果
を
も
た
ら
す
要
素
と
さ
れ
た
。 

 
 

Ａ 

、
十
九
世
紀
に
入
る
と
、
芸
術
学
に
お
け
る
歴
史
的
方
法
が
進
み
、
「
様
式
」
の
歴
史
性
が
関
心
事
と
な
る
。 

Ｂ 

、
そ
こ
で
も
「
統
一
」
や
「
秩

序
」
が
芸
術
の
法
則
と
考
え
ら
れ
た
点
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。 

Ｃ 

、
美
意
識
に
つ
い
て
の
心
理
学
的
分
析
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ

こ
で
考
究
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
の
美
的
形
式
的
原
理
を
い
か
に
心
理
学
的
に
基
礎
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
形
式
原
理
そ
の
も
の
の
普
遍
妥
当

性
が
疑
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

和
辻
は
、
以
上
の
よ
う
に
西
洋
の
近
代
美
学
を
ｂ
概
括
し
た
上
で
、
そ
こ
で
は
一
言
で
い
え
ば
、
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
が
美
の
規
準
と
さ
れ
て
き
た
と

説
く
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
西
洋
の
実
際
の
芸
術
作
品
に
も
反
映
し
て
い
る
と
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
ま
で
遡
っ
て
考
察
し
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
和
辻
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
関
し
て
は
、
⑵
微
妙
な
言
い
方
を
し
て
い
る
。
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
と
い
う
美
の
規
準
は
、
一
見
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
芸
術
作
品
に
こ
そ
最
も
よ
く
当
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
彫
刻
「
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス
」
は
、
古
来
人
体
比
例
の
規
準
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
原
作
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
ロ
ー
マ
時
代
の
②

レ
プ
リ
カ
を
み
る
し
か
な
い
が
、
そ
れ
は
た
し
か
に
比
例
の
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
レ
プ
リ
カ
は
「
ギ
リ
シ
ア
の
原
作
に
の
み
見
ら
れ
る
あ
の
生
き
生
き
と
し
た
、
鮮
や
か
な
、
心
に
し
み
透
る
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
和
辻

は
い
う
。
つ
ま
り
、
レ
プ
リ
カ
の
表
現
し
て
い
る
幾
何
学
的
な
比
例
の
完
全
さ
か
ら
だ
け
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
も
つ
美
し
さ
は
出
て
こ
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
和
辻
に
よ
れ
ば
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
真
の
魅
力
は
、
幾
何
学
的
に
正
確
な
比
例
や
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
内
か
ら
外
に
流

露
す
る
い
の
ち
の
リ
ズ
ム
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。 

同
様
の
こ
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
建
築
や
文
芸
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
殿
の
偉
大
さ
は
、
そ
の
「
機
械
的
な
構
造
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

石
に
生
命
を
与
え
て
「
有
機
的
な
全
体
」
を
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
ア

彼
ら
は
そ
れ
を
幾
何
学
的
な
形
に
お
い
て
実
現
し
た
た
め
に
、
後
代
の

人
た
ち
は
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
和
辻
は
い
う
。
ま
た
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
文
芸
の
偉
大
さ
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は
、
人
間
の
心
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
を
「
直
観
的
な
姿
」
に
お
い
て
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
イ

彼
ら
は
厳
密
な
律
格
や
統
一
の
規
則
に

従
っ
て
作
っ
た
た
め
に
、
や
が
て
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
が
詩
の
本
性
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
芸
術
の
本
質
を
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
だ
け
に
み
よ
う
と
す
る
誤
解
は
、
和
辻
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
ロ
ー
マ
時
代
か
ら

起
こ
っ
て
い
る
が
、
特
に
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
ｃ
顕
著
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
芸
術
の
数
学
的
な
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
西
洋
近
代
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
を
ロ
ー
マ
を
経
由
し
て
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
抽
象
性
の
愛
好
」
と
い
う
ウ

彼
ら
の
素
質
に
よ
っ
て
理
解

し
た
。
和
辻
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
特
殊
性
」
な
の
だ
と
い
う
。 

つ
ま
り
、
和
辻
は
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
と
い
う
西
洋
近
代
の
美
の
規
準
が
、
決
し
て 

 

Ｄ 
 

な
も
の
で
は
な
く
、
西
洋
近
代
に 

 

Ｅ 
 

な
も
の
だ

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
一
般
を
高
く
評
価
す
る
和
辻
は
、
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
と
い
う
美
の
規
準
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に

起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
美
の
本
質
を
な
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い

る
。 そ

う
し
た
和
辻
も
、
芸
術
と
い
う
も
の
が
一
般
的
に
い
っ
て
、
何
ら
か
の
意
味
で
「
多
様
の
統
一
を
根
本
原
理
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
認
め
る
。
し
か
し
、

そ
の
「
多
様
の
統
一
」
即
ち
「
ま
と
ま
り
」
を
実
現
す
る
方
法
は
、
西
洋
の
よ
う
に
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
ば
か
り
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
こ
と
を
、
和

辻
は
庭
園
を
例
に
考
え
る
。 

古
代
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
狭
い
ポ
リ
ス
で
生
活
し
て
い
た
た
め
、
庭
園
芸
術
と
い
う
も
の
と
無
縁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
然
の
風
景
に
対
し
て
無
関
心
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ポ
リ
ス
の
多
く
は
、
美
し
い
見
晴
ら
し
を
も
っ
た
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
そ
う
し
た
風
景
を
人
工
的

に
高
め
よ
う
と
い
う
要
求
は
も
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ロ
ー
マ
人
は
、
「
自
然
を
支
配
す
る
人
工
の
力
の
よ
ろ
こ
び
」
を
知
り
、
「
幾
何
学
的
な
形
を

持
っ
た
庭
園
」
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
ル
ネ
サ
ン
ス
人
に
受
け
つ
が
れ
た
。
ロ
ー
マ
郊
外
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
の
エ
ス
テ
家
別
荘
の
庭
園
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時

代
の
最
も
美
し
い
庭
園
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
幾
何
学
的
な
直
線
や
円
の
道
路
が
地
面
や
植
物
を
区
切
っ
て
お
り
、
斜
面
を
利
用
し
た
石
段
も
幾
何
学

的
な
印
象
を
強
く
与
え
、
庭
の
隅
々
ま
で
人
工
の
噴
水
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
自
然
を
人
工
的
に
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

支
配
的
な
の
は
、
や
は
り
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
庭
園
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
庭
園
も
決
し
て
自
然
の
ま
ま
で
は
な
い
。
日
本
の
自
然
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
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「
実
に
雑
然
と
不
規
則
に
荒
れ
果
て
た
感
じ
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
点
で
は
、
か
え
っ
て
西
洋
の
方
が
、
近
代
の
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
の
よ
う
に
自
然
に
ほ

と
ん
ど
手
を
加
え
な
い
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
土
そ
の
も
の
が
、
人
の
手
を
加
え
な
く
て
も
整
然
と
し
た
感
じ
を
維
持
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
モ
ン
ス
ー
ン
型
」
の
日
本
の
自
然
で
は
、
放
置
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
雑
草
で
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
日
本
の
自
然
を
整
然
と
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
数
十
倍
の
労
力
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
日
本
で
は
次
の
よ
う
な
造
園
術
の
原
理
が
生
ま
れ
た
と
和
辻

は
い
う
。 

 

自
然
を
人
工
的
に
秩
序
立
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
自
然
に
人
工
的
な
る
も
の
を
か
ぶ
せ
る
の
で
は
な
く
、
人
工
を
自
然
に
従
わ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人

工
は
自
然
を
看
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
自
然
を
内
か
ら
従
わ
し
め
る
。 

 

 

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
日
本
の
庭
園
は
「
自
然
の
美
の
醇

じ
ゅ
ん

化
・
理
想
化
」
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
場
面
こ
そ
違
え
、
「
人
体
の
美
を

醇
化
・
理
想
化
」
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
芸
術
観
に
む
し
ろ
近
い
と
和
辻
は
い
う
。
事
の
当
否
は
と
に
か
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
高
く
評
価
す
る
和
辻
は
、

日
本
の
芸
術
観
と
の
あ
る
意
味
で
の
親
近
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
風
土
の
違
い
も
あ
っ
て
、
和
辻
に
よ
れ
ば
、
⑶
日
本
で
は
西
洋
の
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
庭
園
の
「
ま
と
め
か

た
」
を
し
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
杉
苔
の
生
い
育
っ
た
平
面
に
、
敷
き
石
の
置
か
れ
た
日
本
庭
園
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
杉
苔
は
自
然
の
ま
ま
で

は
一
面
に
生
い
そ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
人
間
の
「
看
護
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
な
か
の
敷
き
石
は
、
幾
何
学
的
な
比
例
に

よ
っ
て
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
苔
と
石
、
石
と
石
と
の
い
わ
ば
「
気
合
い
」
の
よ
う
な
も
の
に
よ
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

む
し
ろ
「
規
則
正
し
さ
」
は
努
め
て
避
け
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
日
本
庭
園
の
樹
木
も
幾
何
学
的
に
刈
り
込
ん
だ
り
は
せ
ず
、
種
々
の
性
質
形
状
を
も
っ
た

も
の
を
取
り
合
わ
せ
、
「
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
従
っ
て
移
り
変
わ
り
つ
つ
調
和
を
保
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ま
と
ま
り
」
を
求
め
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
庭
園
に
お
け
る
「
ま
と
ま
り
」
の
つ
け
方
は
、
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
で
は
な
く
、
「
気
合
い
に
よ
る
統
一
」
と
も
い
え
る
も
の
で

あ
る
と
和
辻
は
い
う
。
そ
う
し
た
「
ま
と
ま
り
」
の
つ
け
方
は
、
人
間
が
合
理
的
に
つ
か
み
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
規
則
で
は
な
く
、
す
で
に
作
ら
れ
た

一
定
の
庭
の
様
式
を
「
模
範
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
す
で
に
平
安
時
代
の
『
作
庭
記
』
に
も
、
庭
石
は
「
む
か
し
の
上
手
の
立
て
を
き
た
る
さ

20190201
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ま
を
あ
と
と
し
て
」
立
て
る
べ
き
だ
と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
前
章
で
述
べ
た
「
型
」
の
思
想
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
「
気
合
い
に
よ
る
統
一
」
は
、
他
の
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
い
え
る
と
和
辻
は
い
う
。 

 
あ
る
日
本
画
で
は
、
長
方
形
の
画
面
の
左
に
竹
の
ｄ
幹
が
描
か
れ
、
左
上
部
に
四
・
五
枚
の
竹
葉
が
の
ぞ
き
、
そ
の
や
や
下
に
一
羽
の
雀
が
飛
ん
で
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
、
そ
の
他
は
ま
っ
た
く
空
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
「
寸
分
の
ｅ
隙
間
も
な
い
釣
り
合
い

、
、
、
、
」
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

ま
た
絵
巻
で
は
、
そ
こ
に
時
間
的
な
契
機
が
入
っ
て
く
る
。
「
構
図
そ
の
も
の

、
、
、
、
、
、
が
時
間
的
に
展
開
し
行
く
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
展
開

の
仕
方
は
、
規
則
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
常
に
他
の
姿
に
移
り
ゆ
く
展
開
」
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
全
体
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。 

 

連
歌
・
俳
諧
と
い
う
形
式
も
同
様
で
あ
る
。
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
が
独
立
し
た
世
界
を
も
ち
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
間

に
微
妙
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。
「
人
々
は
そ
の
個
性
の
特
殊
性
を
そ
の
ま
ま
に
し
つ
つ
製
作
に
お
い
て
気
を
合
わ
せ
、
互
い
の
心
の
交
響
・
呼
応
の
う
ち
に
お

の
お
の
の
体
験
を
表
現
す
る
」
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
芸
術
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
、
「
気
合
い
に
よ
る
統
一
」
と
い
う
も
の
が
「
ま
と
ま
り
」
の
つ
け
方

に
な
っ
て
い
る
と
和
辻
は
い
う
。
こ
こ
で
和
辻
は
、
芸
術
に
関
し
て
文
化
相
対
主
義
的
な
観
点
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
洋
芸
術
の
規
準
で
あ
る
「
規
則

に
か
な
う
こ
と
」
は
、
決
し
て
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
特
殊
性
」
で
し
か
な
い
。
日
本
芸
術
の
「
気
合
い
に
よ
る
統
一
」

と
い
う
も
の
も
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
美
の
規
準
に
十
分
に
な
り
う
る
も
の
だ
と
和
辻
は
い
い
た
い
の
で
あ
る
。 

日
本
芸
術
の
特
色
を
「
気
合
い
に
よ
る
統
一
」
と
す
る
見
方
は
、
和
辻
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
丸
山
眞
男
（
注
４
）
は
周
知
の
よ
う
に
論
文

「
歴
史
意
識
の
『
古
層
』
」
に
お
い
て
、
日
本
人
の
歴
史
意
識
の
特
色
を
「
つ
ぎ
つ
ぎ
に
な
り
ゆ
く
い
き
ほ
ひ
」
と
規
定
し
た
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た

「
つ
ぎ
つ
ぎ
」
と
い
う
時
間
的
継
起
性
は
、
芸
術
的
形
式
と
な
っ
て
も
現
れ
る
と
い
う
。
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
丸
山
も
連
歌
・
俳
諧
や
絵
巻
を
あ
げ
て

い
る
。
連
歌
・
俳
諧
に
お
い
て
は
、
複
数
の
作
者
が
、
ま
さ
に
「
つ
ぎ
つ
ぎ
」
に
句
を
付
け
て
い
く
展
開
の
妙
に
芸
術
形
式
の
本
質
が
あ
る
。
ま
た
絵
巻
は
、

「
つ
ぎ
つ
ぎ
」
に
画
面
が
展
開
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
本
質
的
に
空
間
芸
術
で
あ
る
造
形
美
術
に
お
い
て
、
時
間
的
継
起
性
の
契
機
を
ご
く
自

然
に
取
り
入
れ
た
」
も
の
だ
と
い
う
。
和
辻
の
「
気
合
い
に
よ
る
統
一
」
と
い
う
規
定
が
、
空
間
性
に
沿
っ
た
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
丸
山
の
「
つ
ぎ
つ
ぎ

に
な
り
ゆ
く
い
き
ほ
ひ
」
と
は
、
そ
れ
を
時
間
性
に
沿
っ
て
表
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。 

西
田
幾
多
郎
（
注
５
）
は
、
空
間
と
時
間
と
の
「
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
い
う
哲
学
を
説
い
た
が
、
特
に
日
本
文
化
に
お
い
て
は
、
空
間
性
と
時
間
性
と
は
一
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体
化
し
て
お
り
、
絵
画
の
よ
う
な
空
間
芸
術
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
時
間
性
が
ｆ
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
な
建
築
や
庭

園
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 
た
だ
し
、
丸
山
は
「
つ
ぎ
つ
ぎ
に
な
り
ゆ
く
い
き
ほ
ひ
」
と
い
う
日
本
人
の
歴
史
意
識
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
な
り
ゆ
く
」
に
は
「
つ

く
る
」
論
理
に
み
ら
れ
る
「
主
体
へ
の
問
い
と
目
的
意
識
性
」
の
欠
如
を
、
「
つ
ぎ
つ
ぎ
」
に
は
「
宗
教
的
超
越
者
」
や
「
自
然
法
的
普
遍
者
」
と
い
っ
た
超

越
性
・
永
遠
性
・
普
遍
性
の
観
念
の
不
在
を
、
「
い
き
ほ
ひ
」
に
は
歴
史
に
対
す
る
「
規
範
主
義
的
な
是
非
善
悪
の
価
値
判
断
」
や
「
超
越
的
観
点
か
ら
の
価

値
判
断
」
の
欠
落
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
、
そ
れ
ら
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
丸
山
と
は
異
な
っ
た
価
値
観
で
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
新
た
な
思
想
的
地
平
が
広
が
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
複
数
の
作
者
に
よ
る
偶

然
的
な
付
け
合
い
を
楽
し
む
連
歌
・
俳
諧
に
は
、
た
し
か
に
「
主
体
へ
の
問
い
と
目
的
意
識
性
」
が
欠
如
し
て
い
る
。
し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
、
個
別
の
主
体

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
他
者
と
の
自
在
な
出
会
い
を
活
か
そ
う
と
す
る
、
し
な
や
か
な
精
神
が
そ
こ
に
は
躍
動
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
次
々
に
画
面
が

展
開
し
て
い
く
絵
巻
に
は
、
た
し
か
に
全
体
を
俯ふ

瞰か

ん

す
る
よ
う
な
超
越
的
な
視
点
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
〔 

 

Ｘ 
 

〕
と
も
い
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

（
田
中
久
文
著
『
日
本
美
を
哲
学
す
る 

あ
は
れ
・
幽
玄
・
さ
び
・
い
き
』
青
土
社
） 

（
注
１
）
和
辻
哲
郎
…
日
本
の
哲
学
者
、
倫
理
学
者
、
文
化
史
家
、
日
本
思
想
史
家
。 

（
注
２
）
デ
カ
ル
ト
…
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
数
学
者
。
合
理
主
義
哲
学
の
祖
。 

（
注
３
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
…
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
数
学
者
。 

（
注
４
）
丸
山
眞
男
…
日
本
の
政
治
学
者
、
思
想
史
家
。 

（
注
５
）
西
田
幾
多
郎
…
日
本
の
哲
学
者
。 

 

問
1 

文
中
の
二
重
傍
線
部
ａ
～
ｆ
の
読
み
方
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 
 

 
 

問
2 

傍
線
部
⑴
「
こ
う
し
た
考
え
方
」
と
は
何
を
指
す
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
二
十
字
以
内
で
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。
読
点
等
も
一
字
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と
数
え
る
。 

 
問
3 

波
線
部
①
「
シ
ン
メ
ト
リ
ー
」
・
②
「
レ
プ
リ
カ
」
に
つ
い
て
、
日
本
語
の
意
味
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

問
4 

空
欄 

 

Ａ 
 

・ 
 

Ｂ 
 

・ 
 

Ｃ 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号

を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

ア 

Ａ 

さ
ら
に 
・ 
Ｂ 
し
か
し 

・ 

Ｃ 

ま
た 

 
 

 
 

イ 

Ａ 

よ
っ
て 

・ 

Ｂ 

し
か
し 

 

・ 

Ｃ 

さ
ら
に 

ウ 

Ａ 

し
か
し 

・ 
Ｂ 
そ
し
て 

・ 

Ｃ 

つ
い
で 

 
 

 

エ 

Ａ 

ま
た 

 

・ 

Ｂ 

そ
れ
で
も 

・ 

Ｃ 

そ
こ
で 

 

問
5 

傍
線
部
⑵
「
微
妙
な
言
い
方
を
し
て
い
る
」
の
は
な
ぜ
か
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
芸
術
作
品
に
対
す
る
和
辻
哲
郎
の
考
え
を
踏
ま
え
、
解
答
欄
に
合
う
よ

う
に
、
五
十
字
以
内
で
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。
読
点
等
も
一
字
と
数
え
る
。 

 

問
6 

傍
線
部
ア
～
ウ
「
彼
ら
」
の
う
ち
、
指
し
て
い
る
内
容
が
他
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
れ
か
。
ア
〜
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解

答
欄
に
記
せ
。 

 

問
7 

空
欄 
 

Ｄ 
 

・ 
 

Ｅ 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に

記
せ
。 

 

ア 

Ｄ 

規
則
的 

・ 

Ｅ 

不
規
則 

 
 

 

イ 

Ｄ 

形
式
的 

・ 

Ｅ 

本
質 

 
 

ウ 

Ｄ 

完
全 

 

・ 

Ｅ 

不
完
全 

 
 

 

エ 

Ｄ 

普
遍
的 

・ 

Ｅ 

特
殊 
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問
8 

傍
線
部
⑶
「
日
本
で
は
西
洋
の
『
規
則
に
か
な
う
こ
と
』
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
庭
園
の
『
ま
と
め
か
た
』
を
し
て
い
る
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次

の
文
章
を
読
ん
で
、
空
欄
（ 

① 

）
～
（ 

⑤ 

）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
一
語
で
抜
き
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
に
記
せ
。 

  
 

 
近
代
西
洋
で
は
、
「
規
則
に
か
な
う
こ
と
」
が
規
準
と
さ
れ
、
自
然
を
支
配
し
風
景
を
（ 

① 

）
に
し
よ
う
と
し
て
（ 

② 

）
な
構
造
を
有
し
た

庭
園
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
放
置
す
れ
ば
す
ぐ
に
荒
れ
て
し
ま
う
風
土
を
背
景
と
し
た
日
本
の
庭
園
に
お
い
て
は
、
全
く
異
な
る
作
庭
方
法
が
採

ら
れ
る
。
自
然
を
整
然
と
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
逆
に
（ 

③ 

）
は
排
除
さ
れ
、
（ 

② 

）
な
石
の
配
置
や
樹
木
の
刈
り
込
み
を
行
わ
ず
、
庭
の

構
成
物
相
互
の
（ 
④ 

）
の
よ
う
な
も
の
を
重
視
し
て
配
置
が
決
め
ら
れ
る
。
自
然
物
の
性
質
形
状
を
活
か
し
つ
つ
上
手
に
取
り
合
わ
せ
、
か
つ
（ 

⑤ 

）

に
よ
る
時
間
的
変
化
を
も
含
め
て
調
和
を
保
つ
よ
う
な
「
ま
と
ま
り
」
の
つ
け
方
を
指
向
す
る
。 

 

問
9 

本
文
は
、
日
本
と
西
洋
と
の
「
芸
術
」
に
関
す
る
見
方
の
根
本
的
な
相
違
点
に
つ
い
て
対
比
的
に
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
文
中
に
登
場
す
る
五
人
の
思

想
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
の
特
色
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
。
次
の
図
の
（ 

① 

）
～
（ 

⑤ 

）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
過
不
足
な
く
抜
き
出
し
て
解
答
欄
に
記
せ
。 

  

西
洋
芸
術
の
特
色 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＝ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＝ 

  

日
本
芸
術
の
特
色 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＝ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＝ 

   
（ 

⑤ 

） 

西
田
幾
多
郎 

（ 

② 

） 

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ 

（ 

④ 

） 

丸
山
眞
男 

（ 

① 

） 
デ
カ
ル
ト 

規
則
に
か
な
う
こ
と 

和
辻
哲
郎 

（ 

③ 

） 

和
辻
哲
郎 
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問
10 

空
欄
〔 

 

Ｘ 
 

〕
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

  
ア 

連
綿
と
し
た
時
間
の
流
れ
に
絶
対
不
変
の
美
を
見
出
す
感
性
が
そ
こ
で
は
息
づ
い
て
い
る 

 
 

 
イ 
海
外
文
化
と
の
異
質
性
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
進
取
の
気
風
が
そ
こ
に
は
感
じ
ら
れ
る 

 
 

 
ウ 
予
期
せ
ぬ
変
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
柔
軟
な
精
神
が
そ
こ
で
は
要
請
さ
れ
て
い
る 

 
 

 

エ 

移
り
変
わ
る
世
の
無
常
と
対
峙
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
そ
こ
に
は
う
か
が
え
る 
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2019 年 度 
 

一 般 入 学 試 験 問 題 
 

 

数  学 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 試験開始の合図があるまで, この問題冊子を開いてはいけません。 

２． この問題冊子は, 1～3 ページです。 

３． 問題冊子にページの脱落や印刷の不鮮明な箇所等がある場合は,  

手をあげて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 5 枚あるすべての解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答用紙には不必要なことはいっさい記入してはいけません。途中

の計算を書きなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 

 

  前期（２月１日）用  

20190201



20190201



20190201



20190201



数学

第１問から第３問の ア から コ に当てはまる記号, 数値または数式を, 解答

用紙の指定された箇所に記入しなさい。ただし, 分数形で解答が求められているときは, それ

以上約分できない形で答えなさい。また, 分母は有理化しなさい。

第１問 (配点 40)

問 1 x <= 0 のとき, 6x2 − x− 35 >= 0 の解は x <= ア である。

問 2 k < 0 のとき, 放物線 y = x2 +
k

2
x+

x

3
+

1

36
が x 軸に接するならば, k = イ

である。

問 3 2次関数 y =
7

3
x2 +

8

5
x− 3

35
の最小値は ウ である。

問 4 グラフが 3点 A

(
1

2
, −2

)
, B

(
− 1

3
, − 73

9

)
, C

(
1

7
, − 243

49

)
を通るような 2次関数

は y = エ である。

20190201
1



数学

第２問 (配点 40)

問 1 θ が鈍角で sin θ =
3

4
ならば, cos θ = オ である。

問 2 △ABC において ̸ A = 135◦, ̸ B = 15◦, AB = 4
√
2 ならば, BC = カ で

ある。

問 3 △ABC において AB =
√
2, AC =

√
3, BC =

√
6 ならば, cosA = キ で

ある。

問 4 △ABC において AB = 3, AC = 2, BC = 4 ならば, その面積は ク である。

20190201
2



数学

第３問 (配点 20)

問 1 2つの実数 a, b を用いて, 複素数
5 + 6i

(1 + 2i)2(3− 4i)
を a+ bi の形に表すと, ケ

である。ただし, i は虚数単位とする。

問 2 x5 + 2x4 − 3x+ 4 を x2 + 2x+ 10 で割った余りは コ である。

20190201
3



 

2019 年 度 
 

一般入学試験問題 
 

 

解 答 例 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸工業大学 
 

  前期（２月１日）用  



 
 

試験教科・科目等 

 
＜工学部＞ 

教 科 科 目 

理 科 

理科①（物理基礎、物理） 
理科②（化学基礎、化学） 
理科③（生物基礎、生物） 
理科④（物理基礎、化学基礎、生物基礎） 

国 語 国語総合（古文、漢文は除く） 

英 語 コミュニケーション英語Ⅰ 
コミュニケーション英語Ⅱ 

数 学 数学Ⅰ、数学Ⅱ 
 

 
＜感性デザイン学部＞ 

教 科 内容・科目 
小論文 800 字以内（非公表） 

鉛筆ﾃﾞｯｻﾝ 実技試験（非公表） 
国 語 国語総合（古文、漢文は除く） 

英 語 コミュニケーション英語Ⅰ 
コミュニケーション英語Ⅱ 

 
※ 理科④の試験問題は、理科①~③それぞれの大問１~２ 

（基礎範囲部分）と同一 
※ 国語・英語の試験問題は両学部共通 
※ 感性デザイン学部の小論文・鉛筆デッサンは非公表 

 



 前期（２月１日）用 

 

 

   

 

第３問 

(a) (b) (c) (d) (e) 

② ⑤ ③ ① ④ 

 

第４問 

問１ 

 
𝑅 

問２ 
 

𝐸
2𝑅 

問３ 

 
𝐸
2 

問４ 
 

0 である 

（電流は流れない） 

問５ 

 

−𝐸
2 

 

 

2019 年度 

一般入学試験問題 解答用紙 

理科・物理 受験番号  

 

第１問 

(a) (b) (c) (d) (e) 

① ② ③ ⑤ ④ 

 

第２問 

問１ 

 
𝑀𝑔 

  

 

問２ 
 

𝑀𝑔
𝑆  

問３ 

 

𝑀𝑔(𝐻 − ℎ) 

問４ 
 

𝑝 + 𝑀𝑔
𝑆  

問５ 

 
𝑈 <   𝑈  

 





第3問

第4問

根粒

3 炭酸

6 アンモニウム

前期（２月１日）用

7

4

問1 代謝

有機

窒素固定

2 異化

問3

問2

問3

問2

1

二酸化炭素

レタス 3 フィトクロム

細胞小器官

1

問1

5 空気

8

ア × イ ○ ウ ○

葉緑体 反応名 光リン酸化

エ ×

②

光発芽種子 2

理科・生物

第1問

第2問

チミン

4

4

3 ⑩

6 ②

6 グアニン

2019年度
一般入学試験問題　解答用紙

受験番号

問1 1 ヌクレオチド 2

解答例

糖 リン酸3

⑥

①

2 ③

5

20%

③

問3

問4 階層構造

問2

二重らせん

問2

1

問3

5 ⑤

ギャップ

一次遷移

問1 



第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問

⑤ ④ ③ ② ① ④ ① っ て 「① 「ｄ ａ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ 一 2

た は 規 秩 般 0

と 、則 序 入 1

考 必 に 正 学 9

え ず か し ⑵ ⑵ ⑵ ⑵ ⑵ ⑵ 国 試 年
⑤ ② て し な ② さ ｅ ｂ ⑵ 験 度

い も う 」 問

る 美 こ が 語 題

の と 美 ⑶ ⑶ ⑶ ⑶ ⑶ ⑶

本 」 的 解
③ か 質 が な ｆ ｃ ⑶ 答

ら を 古 喜 用

な 代 び ⑷ ⑷ ⑷ ⑷ ⑷ ⑷ 紙

す ギ の
も リ 根
の シ 拠 ⑷

で ア で ⑸ ⑸ ⑸ ⑸ ⑸ ⑸

は に あ
な お る
か い

ウ

（

内
容
が
合
っ

て
い
れ
ば
可
）

ウ

す
き
ま

が
い
か
つ

よ
う
せ
い

幾
何
学
的

規
則

(

正
し
さ

)

ウ
倹
約

イ

く
つ
ろ
い
で

利 ア
暗
鬼

鋭
　
いつ

ら
ぬ
か
れ
て

け
ん
ち
ょ

こ
う
て
つ得 イ

氷
人 ウ

継
 
ぐ

ア親 エ ア

定
石

支 エ
来
歴 イ イ

添
加

興 イ
豹
変

ふ
ぜ
い

ウ エ

受験番号

ウ

暮
四

ウ み
き

ぶ
よ
う

左
右
対
称

アア人
工
的

気
合
い

エ

複
製
品

季
節

矛
盾
的
自
己
同
一

つ
ぎ
つ
ぎ
に
な
り
ゆ
く
い
き
ほ
ひ

気
合
い
に
よ
る
統
一

悟
性
に
か
な
う
こ
と

合
理
的
な
こ
と
・
論
理
的
な
こ
と
（

い
ず
れ
か
一
方
の
み
で
も
可
）

前期（２月１日）用

と
い
う
考
え
方



第５問 

問 1  

 

ア イ 

2 4 
 

問 2  

 

① ② ③ 

3 3 2 
 

 

問 3   

 

2 3 4 6 
 

 

 

 
 

2019 年度 
一般入学試験問題 解答用紙 

英語 

第１問 

1 順不同 

ウ オ ケ コ 
2 順不同 

ア イ カ キ 
 

第２問 

1 2 3 4 5 6 

ウ エ ウ エ ア イ 
 

第３問 

1 2 3 4 5 

C B B A A 
 

第４問 

1 2 3 
A B A B A B 

イ ウ オ ア カ ウ 
4 5 6 

A B A B A B 

オ エ イ オ ウ イ 
 
 

受験番号  前期（２月１日）用 



前期（２月１日）用

受験番号

第１問 

問 3

y =
7

3

(
x2 +

24

35
x

)
− 3

35

=
7

3

(
x+

12

35

)2

− 7

3

122

352
− 3

35
=

7

3

(
x+

12

35

)2

− 9

25

ウ − 9

25

問 4

y = ax2 + bx+ c
−2 =

1

4
a+

1

2
b+ c 1⃝

− 73

9
=

1

9
a− 1

3
b+ c 2⃝

− 243

49
=

1

49
a+

1

7
b+ c 3⃝

1⃝− 2⃝より 55

9
=

5

36
a+

5

6
b 4⃝

1⃝− 3⃝より 145

49
=

45

196
a+

5

14
b 5⃝

4⃝より 44 = a+ 6b, a = 44− 6b

5⃝より 116 = 9a+ 14b = 396− 54b+ 14b = 396− 40b, 40b = 280

b = 7, a = 44− 42 = 2, −2 =
1

2
+

7

2
+ c = 4 + c, c = −6

エ 2x2 + 7x− 6

2019年度

一般入学試験問題 数学 解答用紙

前期（２月１日）用

2019年度

一般入学試験問題 数学 解答用紙
受験番号

第１問 

問 1

6x2 − x− 35 = 0 を解くと,

x =
1±

√
1 + 840

12
=

1± 29

12
=

30

12
, − 28

12
=

5

2
, − 7

3

x <= 0 より x <= − 7

3

別解 (2x− 5)(3x+ 7) = 0 以下は上に同じ

ア − 7

3

問 2

y = x2 +

(
k

2
+

1

3

)
x+

1

36

判別式を D として,

D =

(
k

2
+

1

3

)2

− 1

9
=

1

4
k2 +

1

3
k = 0

1

4
k

(
k +

4

3

)
= 0, k = 0, − 4

3

k < 0 より k = − 4

3

イ − 4

3



前期（２月１日）用

2019年度

一般入学試験問題 数学 解答用紙
受験番号

第２問 

問 3

余弦定理より, cosA =

√
2
2
+
√
3
2 −

√
6
2

2×
√
2×

√
3

=
2 + 3− 6

2
√
6

= − 1

2
√
6
= −

√
6

12

キ −
√
6

12

問 4

ヘロンの公式より

s =
3 + 2 + 4

2
=

9

2

S =

√
9

2
×
(
9

2
− 3

)
×
(
9

2
− 2

)
×
(
9

2
− 4

)
=

√
9

2
× 3

2
× 5

2
× 1

2

=

√
27× 5

4
=

3
√
15

4

別解 cosA =
32 + 22 − 42

2× 3× 2
= − 1

4
, sinA =

√
1− 1

16
=

√
15

4

S =
1

2
× 3× 2×

√
15

4
=

3
√
15

4

cosB =
32 + 42 − 22

2× 3× 4
=

7

8
, sinB =

√
1− 49

64
=

√
15

8

S =
1

2
× 3× 4×

√
15

8
=

3
√
15

4

cosC =
22 + 42 − 32

2× 2× 4
=

11

16
, sinC =

√
1− 121

256
=

3
√
15

16

S =
1

2
× 2× 4× 3

√
15

16
=

3
√
15

4

ク
3
√
15

4

前期（２月１日）用

2019年度

一般入学試験問題 数学 解答用紙
受験番号

第２問 

問 1

cos θ < 0 より cos θ = −
√
1− sin2 θ = −

√
1− 9

16
= −

√
7

16
= −

√
7

4

オ −
√
7

4

問 2

̸ C = 30◦, 正弦定理を変形して,BC =
sinA

sinC
AB =

sin 135◦

sin 30◦
×4

√
2 =

1√
2

1

2

×4
√
2 = 8

カ 8



前期（２月１日）用

2019年度

一般入学試験問題 数学 解答用紙
受験番号

第３問 

問 1

5 + 6i

(1 + 2i)2(3− 4i)
=

5 + 6i

(−3 + 4i)(3− 4i)
=

5 + 6i

7 + 24i
=

(5 + 6i)(7− 24i)

(7 + 24i)(7− 24i)

=
179− 78i

625

別解
5 + 6i

(1 + 2i)2(3− 4i)
=

5 + 6i

(1 + 2i)(11 + 2i)
以下は上に同じ

ケ
179− 78i

625

問 2

x3 − 10x + 20

x2 + 2x+ 10
)
x5 + 2x4 − 3x+ 4

x5 + 2x4 + 10x3

−10x3 − 3x

−10x3 − 20x2 − 100x

20x2 + 97x+ 4

20x2 + 40x+ 200

57x− 196

コ 57x− 196
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